　　　　　　　　　　　　　　　　　【東京講座】　　　　　　　　　（講座№10570）





【プログラム】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講義時間・テーマは変更となる場合があります）




　　　　　　　　講　師　陣　ご　紹　介　　　　　　（ご出講順）


（ご企画）小川　俊樹　　先生：筑波大学大学院人間総合科学研究科教授


（ご企画）菊池　道子　　先生：埼玉医科大学非常勤講師


黒田　浩司　　先生：山梨英和大学大学院教授


武山　雅志　　先生：石川県立看護大学教授・ＭＭＰＩ新日本版研究会事務局長


亀口　憲治　　先生：東京大学学生相談ネットワーク本部特任教授


阿部　惠一郎　先生：創価大学教育学部教授　





　　　　　　　　　














日　　程�
時　　間�
テ　ー　マ�
講　師（敬称略）�
�
12月　4日（土）�
第１講義�
13:00～14:30


（90分）�
心理臨床と心理アセスメント：総論�
小川　俊樹�
�
�
第２講義�
14:45～16:45


（120分）�
ＳＣＴ（文章完成テスト）�
黒田　浩司�
�
12月　5日（日）�
第３講義�
 9:45～11:45


（120分）�
ＭＭＰＩ（ミネソタ多面人格目録）�
武山　雅志�
�
�
昼　食　（各自でお取りください）�
�
�
第４講義�
13:00～15:00


（120分）�
家族アセスメント�
亀口　憲治�
�
�
第5講義�
15:10～17:10


（120分）�
バウムテスト�
阿部　惠一郎�
�









心理臨床講座7





　


臨床現場で心理アセスメントに求められているのは、クライエントが抱えている問題や病理を個別に的確に解明することです。それには、クライエントひとりひとりに適した複数の心理テストを選び組み合わせて、多面・多層的に査定することが必要です。しかし残念ながら、一・二のテストを除いて、本格的に学び実習するような研修の機会はなかなかありませんでした。


　そのため、「ロールシャッハ講座」のほかに、2003年度から『パーソナリティ・アセスメント講座』と題し、臨床で多用されている色々なテストを順次取り上げ研修を始めました。まず「入門講座」では全くの初心者を対象に基礎を、ついで少人数制の「中級講座」に進んで実習や症例研究を中心にした講義と訓練を行っています。


　今回は新たに、近年の話題とも言える家族をめぐってのアセスメントをこの分野の第一人者にお願いしました。従来の心理テストでも家族関係のアセスメントは行われておりますが、家族心理学の観点からの家族アセスメントについて講演いただく予定です。心理査定の使用頻度調査で最も使用頻度の高い描画法については、今年度も引き続いて開講いたします。また、ある意味では心理査定における代表的な質問紙法形式のＭＭＰＩと投影法形式のＳＣＴを1年ぶりに開講いたします。講師陣は大学での研究教育だけでなく、臨床現場での豊かな経験の持ち主でもあり、実際的なお話も聞けるでしょう。受講生の皆さんには、本講座を通して、各テストの臨床的効用と限界を理解し、心理テストのレパートリーを広げるきっかけを作っていただければ幸いです。


 　【企画講師　小川俊樹・菊池道子】





期　 日	：２０10年１2月 ４日（土）・５日（日）


受講対象 ：臨床心理士、スクールカウンセラー、相談員、看護師、保健師等またはそれらを目指している方、病院、学校、児童相談所、矯正施設、福祉施設の各現場に関わっている専門家の方および興味のある方で、以下のテストについてこれから学ぼうとする初心者を対象とします。


定　員	：１００名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料	：１２,０００円（税込、昼食は各自でお取りください）


主　催	：明治安田こころの健康財団　東京都豊島区高田３－19－10　TEL 03-3986-7021


会　場　：明治安田こころの健康財団　講義室　　　


	ＪＲ山手線・西武新宿線・東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約７分  
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